[bookmark: _GoBack]様式１
　　令和　　年　　月　　日　


　　　令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託
プロポーザル参加申込書


世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会長　様

（参　加　申　込　者）
法  人 名 称
所　 在　 地
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
連　 絡　 先　 （電話番号）
連　 絡 　先　 （Fax番号）
連　 絡 　先　 （電子メール）

私は、「令和４年度世界農業遺産『清流長良川の鮎』スタディツアー業務委託プロポーザル公募要領」に基づき、「令和４年度世界農業遺産『清流長良川の鮎』スタディツアー業務委託」プロポーザルに参加します。

様式２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会長　様

令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託企画提案書

法　人 名 称：
所　 在　 地：
代表者職氏名：印


１　企画案の内容等
○　本業務について、提案するコースの内容や募集方法などを記載してください。
	ツアーの実施回数
	○○回
	目標参加人数（延べ）
	○○○人

	仕様書に記載の内容を踏まえ、提案するツアーコースごとに、コースのテーマや漁業等に関する体験・見学プログラムのポイント（狙い）、加えて「清流長良川の鮎」の価値を参加者にどう伝えるのか、その他行程、活動内容、対象者（対象年齢）、実施時期、定員、最少催行人数、漁業団体等の活用・連携先、参加費（大人、小人の別）、広報手段、募集方法及び範囲などを具体的に記入してください。
また、提案内容を補う資料として、訪問先や活動内容の写真、募集チラシ等のデザインイメージなどがあれば示してください。


　　
２  全体スケジュール
○　本業務を実施するための全体スケジュールを記載してください。（上記１の実施に必要な作業項目を洗い出し、スケジュールを示してください。）
　　

３  業務の実施体制
○　本業務にあたる提案者の業務実施体制を記載してください。また、事故、自然災害などの緊急事態に備えた危機管理体制及び事態が発生した場合の対応方法を示してください。
○　参加者等の安全管理に対する提案者の考え方を記載して下さい。
○　新型コロナウイルス感染防止のための具体的な対策を記載してください。
○　旅行保険の加入については、予定している当該保険の種類、補償金額、条件等を示してください。
　　

４  事業を実施するにあたっての提案者の特色及び優位性
○　提案者の過去の類似事業の実績、ノウハウ、及び管理責任者等の経験、資格などについて記載してください。
※公募要領、仕様書及び別表評価基準を参考に、できる限り具体的かつ簡潔に記載してください。別紙の添付も可とします。

様式３
法人等概要書

	（ふりがな）
名称
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	所在地
	（〒　　　　　　　　　）


	設立年月日
	西暦　　　年　　　月　　　日

	資本金
	　　　　　　　　　　　円

	売上高
	　　　　　　　　　　　円（　　　　年　月期実績）

	税引前当期利益
	　　　　　　　　　　　円（　　　　年　月期実績）

	代表者
	役職　　　　　　　　氏名

	従業員数
	名　（うち、正規雇用者　　　　　名）

	担当者氏名
	

	
担当者連絡先
	（〒　　　　）住所
電話番号：　　　　　　　　　　　　FAX：
電子メール：

	理念
活動目的等
	

	事業内容
	


※各項目の幅は、適宜調整してください。なお、１枚以内に納めてください。

様式４
誓 約 書
令和　　年　　月　　日　

世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会長　様

法　人 名 称

代表者職氏名印



　令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託プロポーザルに参加するに当たり、下記の事項について真実に相違ありません。


記


１　本業務委託プロポーザル公募要領の参加者要件①～⑩を満たしています。
	１　本業務委託プロポーザル公募要領の参加者要件③～⑩を満たしています。
　　※共同体で参加し、その代表法人でない場合。




２　提出した書類に虚偽又は不正はありません。


※　必要に応じて不要な部分は削除してください。
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様式６
共同体構成員表
令和　　年　　月　　日　

世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会長　様

共同体の名称

構成員（代表者）所在地
名　称
代表者氏名印


構成員　　　　　所在地
　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　代表者氏名印


構成員　　　　　所在地
　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　代表者氏名印


※　構成員の数に応じて加筆・修正してください。



　このたび、令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託プロポーザルに参加するため、共同体を結成しましたので届け出ます。

様式７
　令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託に関する
共同体協定書（案）

第１条（目的）
　当共同体は、令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託及び当該業務の付帯業務を共同連帯して営むことを目的とする。
第２条（名称）
　当共同体は、　　　　　　　　　　　　（以下「共同体」という。）と称する。
第３条（共同体の事務所の所在地）
　共同体は、事務所を岐阜県　　　　　　　　　　に置く。
第４条（成立の時期及び解散の時期）
１　共同体は、本協定書の締結の日に成立し、業務完了後、実績報告書を提出し、その報告内容について協議会の承認が得られるまで、解散しない。
２　前項の規定にかかわらず、共同体は、他の法人その他の団体が当該業務委託を協議会と契約締結したとき、又は構成員の脱退若しくは除名により当該共同体の構成員が１団体となるときは、解散する。　
第５条（構成員の名称及び所在地）
　共同体の構成員（以下「構成員」という。）は、次の表のとおりとする。
	名称
	所在地

	
	

	
	


第６条（代表者の名称）
　共同体は、　　　　　　　　　　を代表法人（以下「代表法人」という。）とする。
第７条（代表者の権限）
　代表法人は、次の権限を有するものとする。
（１）当該業務プロポーザルに係る提出書類の作成及び提出
（２）協議会との契約の締結
（３）当該業務についての委託料の請求及び受領
（４）その他当該業務に係る岐阜県との折衝
第８条（構成員の業務分担及び責任）
１　構成員は、共同体の業務を次の表のとおり分担し、責任を持って履行するものとする。
	構成員の名称
	分担する業務

	
	

	
	


２　構成員は、前項の業務の履行及びその履行に伴い共同体が負担すべき債務の履行に関し、連帯して責任を負う。
第９条（取引金融機関）
　共同体の取引金融機関は、代表法人の名義の預金口座によって取引するものとする。　
第10条（権利義務の譲渡の制限）
　本協定書に基づく共同体及び構成員の権利義務は、他者に譲渡することができない。
第11条（構成員の脱退）
１　構成員はやむを得ない事由があるときは、共同体を脱退することができる。
２　前項の場合のほか、構成員は、破産手続開始の決定を受けたことをもって脱退する。
第12条（構成員の除名）
１　構成員の除名は、正当な事由がある場合に限り、あらかじめ協議会の承認を得て、他の構成員の一致によりすることができる。
２　前項の規定により構成員を除名したときは、その旨を当該構成員に通知しなければならない。
第13条（協定書に定めのない事項）
本協定書定めのない事項については、構成員の協議により定めるものとする。


令和　　年　　月　　日
構成員（代表者）　所在地
　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　代表者氏名印


構成員　　　　　　所在地
　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　　　代表者氏名印


※　この様式を参考に共同体の協定書を作成し、その写しを提出してください。


別添１
令和　　年　　月　　日　

世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会長　様

公募要領等に関する質問書

　令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託プロポーザル公募要領等について、質問事項がありますので提出します。

法 人 名称：
所　在　地：
担 当 者名：
電　　　話：
Ｆ　Ａ　Ｘ：
電子メール：

	質問項目
	内　容

	・公募要領・仕様書の別
・ページ番号、項目等
	



	
	



	
	



	
	




（注意）質問事項は、簡潔に記載してください。

提出先　世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会事務局
ＦＡＸ　０５８－２７８－２６９５


別添２
令和　　年　　月　　日　


令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託
プロポーザル参加辞退届


世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会長　様


（辞　退　者）
法  人 名 称
所　 在　 地
代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
連　 絡　 先　 （電話番号）
連　 絡 　先　 （Fax番号）
連　 絡 　先　 （電子メール）

令和４年度世界農業遺産「清流長良川の鮎」スタディツアー業務委託プロポーザルについて、下記の理由により辞退します。

記

辞退理由
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様式５

(単位：円）

経費 内訳 積算根拠 積算額 備考

0((1)+(2)+(3))

(1)ツアーの企画に要する経費 0

　　出張旅費

0

　　ツアーコース企画費

0

　　コーディネーター謝金

0

　　・・・・・

0

(2)参加者の募集に要する経費 0

　　チラシ作成費

0

　　○○広告・宣伝費

0

　　受付業務費

0

　　・・・・・

0

(3)ツアーの実施に要する経費 0

コースＡ

0

　　貸切バス（大型）

0

　　有料道路通行料

0

　　添乗員費

0

　　参加者用資料作成費

0

　　インストラクター料

0

　　施設入場料

0 参加費対象

　　活動体験料

0 参加費対象

　　飲食費、宿泊費

0 参加費対象

　　旅行保険料

0 参加費対象

コースＢ

0

　　・・・・・

0

0①×0.1以内

0（①＋②）

0（③）×0.10

0（③＋④）

収入 内訳 積算根拠 積算額 備考

0

コースＡ

0

コースＢ

0

・・・・・

0

0

0（⑤-⑥）

0

※必要に応じて適宜行を追加し、かかる経費項目を記載してください。

※ツアーの実施に要する経費及び参加費は、各コースごとに積算してください。また、参加者数の目標値との整合を図って下さい。（別紙可）

④消費税及び地方消費税

⑤総経費

見積書（事業に要する経費の内訳）

項目

①直接経費

②一般管理費

③総経費

見積額（合計）

⑦総経費－総収入

総収入（＝⑥）

⑥参加費

（消費税及び地方消費税を含む）

項目


